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皮膚の話 

単発ポジションよりもゾーンポジション 

秋又 龍志 
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2005年から2010年に延べ約467万人が購入した 

茶のしずく石鹸事件は何故起こったのか？？ 



皮膚は腸と同じく、異物に接触する最大の器官であるが、表
皮は0.2mm程度と非常に薄い。 

 

皮膚は暖かいシャワーなどで簡単に毛穴が拡がります。そこ
から異物や化学物質などが入り込むことで様々な身体的不
具合を誘発します。 

 

グルテンを含む化粧品やシャンプーなども弱った皮膚から血
液内に簡単に入ることができます。 

経皮吸収という盲点 
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皮膚は外界との接点だが・・・ 
 

最も外界と接しているのは実は腸 
 

腸の次に大きな接触組織が皮膚なのだが 
腸と皮膚は外界からの侵入への防衛法が違う 
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皮膚と腸の生理的な違いは？ 
 

どう関係しているの？ 
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皮膚を理解する為には腸の理解と免疫の理解 

腸（消化器官・・・口から肛門まで）は外界に
接している最前線 
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免疫細胞の種類と役割 

 

（東大医学部付属病院） 
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腸（腸を中心とした消化器系）は複雑なことをこなしている 

これら異物を体内に侵
入させてはならない！ 

故に腸内には大半の免疫
細胞が集まり、体内部へ
の異物侵入に対して防衛
する。 

 

またエネルギー源となる
食物からの栄養素を吸収
する重要機関でもあり、腸
内細菌と免疫細胞の密接
な連携が不可欠である 
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その選別機能が低下するリーキーガット 
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腸の穴から入ったもの（タンパク質）が皮膚の
タンパク質に似ていると・・・・ 

免疫細胞が皮膚を誤爆！ 
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腸の穴から入ったもの（タンパク質）が関節の
タンパク質に似ていると・・・・ 

免疫細胞が関節を誤爆！ 



では２番目に外界接点面積の多い皮膚という組織は 

•陸生動物にとって、皮膚は体内の水分を保つ上で重要
な役割。さらに寄生虫（ノミ、ダニ、など）や異物に対す
る防御の最前基地。侵入とともにすぐに拒絶の免疫反
応を起こす。 

•腸も異物との接触の多い器官だが、食べ物か異物かの
判断を免疫系が吟味していく。皮膚は吟味などの曖昧
な戦略をとらない！全て拒絶。 
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鉄壁な城壁構造 それが皮膚（表皮） 

• 第一城壁 皮脂膜  
皮脂腺から分泌された脂質と汗腺から分泌された汗により強力な皮膜を
形成し、表面を保護します。 

• 第二城壁 角質細胞層 
丈夫なケラチン（タンパク質）で構成された１５～２０の層状の鎧。 

• 第三城壁 角質細胞間脂質 
水や水溶性物質の進入を防ぐ為に角質間を脂質で穴埋めしています。 

• 第四城壁 メラニン 
表皮の一番下に並んでいる色素細胞で紫外線を吸収します。 
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何か気が付きませんか？ 
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何か気が付きませんか？ 





アトピー性皮膚炎について 


